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東北及び、北海道地方の主主ケ戸斤より採集した童文加の淡水ポリプを飼育中， 1943年より 1945年

に至る間3 毎年寄生性アメーバの出現によって杭主ポリプが甚だしい被害を蒙った。とれ等の

アメ｛ノミを観察当の結果，本邦には未記録の Hydrwnoebαであるととが判明した。

Hy.'rαmoebαは、淡ノkポリフ。の憾表及び

といふ特異4な性質をもつアメ－ ~ζで、あるが，従来少数の例が知られてゐるのみで，アジア地方

に於ては未だき芝見された記録がない。

淡水ポリプにつくアメ｛バは ENTZ (1912）により初めて報告された。彼は 1910年秋プタ

ベスト附近の池ょのJ来集ーした淡水ポリプ (Pelmafohydra 0[1'.gαctis) を飼育中，ポリフ。の憾表

及びn~~腸内民生活するアメ｛パを殻見し，とれを Anwebα hydroxe11α と命名記載した。その後

暫らくとのアメ｛パに閲する報告は見られなかったが， 1925年に至わ＼VERMEJ，は A.hydrox-

enα に就て詳街11な細胞接的研究をき芝去したo Hyd1・αnioebαに就ての険加｜よりの記録は以上の

2報に止まる。

その後，北米に於て：REYNOLDS及び LOOPER(1928）はパージニア大事附近の池より採集し

飼育中の P.oligαCt'iS l1C寄生した同種のアメ｛パを務見した。とれ等のアメーパは勘kポリプ

に到する感染寅l験ι於て欧洲産アメ｛パと具なりポリフ。に甚だしい約容を興へるととが認めら

れた。そとで REYNOLDS等は hydroxenα に到し新たに Hydramoebαなる属名を冠し同出生

活粧及び他の寄生的民とI瓦別した。叉 REYNOLDS及び TmrnLKELD(1929）はとのアメーパの

核分裂に就て研買し，形態的特徴に閥して北米~アメ｛ パは欧初｜産アメ｛パに多 くの一致を示

してゐるととを報じた。更に THREJ,KELD及び REYNOJ,DS(192［））種々の水素イオン濃度比は

於て淡ノ1＼.ポリプにおするアメーパの病原性を資験した。そして，非病原的な｜攻洲産アメーパに
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封し北米産アメーパが皮Qる病原的である理由は雨者の飼育ノkの水素イオン浪度の設にあると考

察した。

fl. hydroxenαに閲する研究史は概・略以上K議きるが，とれ等の制：究に於て興味をそ Lるのは

鰍i'fH及び北米の岡地方に産する Rydrαmoebα が縛鰭な生王！日的相迷を示してゐる ~.t~であらう。

との相違が果して遺体的なものであるか，或はrr-vc外的環境要！天iによるものであるかといふ問

題に就ては未だ明確な解答が興へられたとはいへない。欧米岡地方より遠隔した本邦に於てを芝

見されたアメーパの示す種々の性質は上記の関係に就て多少の示唆を奥へるかと考へられる。

と.UC本邦産 Hydramoebαに就ての知見の概略を報やる次第で・ある。

，本文民入るに先立ち施へ十懇篤な御指導を賜った恩師朴津三二博士に謹んで感謝の立を表す

る。又原稿の御校閲を賜ったがl藤陸奥雄博士に深謝の意を表する。

観察材料及び方法

1943年土砂 1945 'it~VC至る 3 年間に，北海道大沼・津i限十三湖・北上川下流の締切沼・合II

塞附近及び相馬中村附近の池沼等より採集し機続的に飼育資験中の淡水ポリプ （Pebnatohylfrα 

robustα及びHydrαpαrva外 3種）．に寄生したアメ｛パの生鰭及び問定標品に就て観察した。

ポリプは蓄電池川程度の角型及び直叙・深さ各 17cmの丸型的子水槽にて飼育し，飼育水は

特定の日的以外にはすべて池Jkを使川した。同定にはプアン氏液を月］ひ，染色には主としてハ

イデンハイン氏銭ヘマトキシリンを使用し 5・7・10μの切片とした。アメ｛バの回定，染色

及び切片作製の操作はすべてポリプ般に寄生したま込の欣態で

観察

I) アメ｛パの一般形態

際形： 運動欣態では通常 proleus 型で，虚~は葉欣又は指紋を呈する CU£ 1岡， A）。前後

に移動する際には胞はかなり長く仲長し前進方向民大きな ~Ii位込を IH し他の虚足は小形且つ少

数のととが多い。との場合ポリフ。の臆i~i:上でー強の歩行運動を行ふのが観察されるく釘s l闘

B）。叉 Umαm ・~~を呈するとともあり，とれ等はポリプ儲から股孫した｛同般に多く認められる

（第 1国， C）。

静止扶態では proteus型よりむしろ的γllCOSa型を呈するものが多く，ポリフ。隣への接着回

以外に多数の沈ff）（虚是を生じとれ等は通常 Amoebα verr1wosα よわ顕著である（免： 1凶，

D）。叉時に殆んl:球形を長し少数の極めて不明瞭な虚起を出すに過ぎないものもある。

ポリフ。憾の際紛内で、は普通 proteus型或は verrucosα型の｛向慨が多く認められる。

際長： 鰻形によって相営愛化を示すが，長さ 25-210μ，泊常 30一一60μ のものが多〈，

A. proteus VC比してぬ1る1J、形である。 rn現の季節等による館長の顕著な縫異同認められないや

う－εあるo ' 

原形質： 般は外皮によって包まれ，原形質は生憾では切らかi乙外貿と内質l乙識別出来る。
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切片ではとの院別は判然しない。外貨は厚く透明で粘籾性が但く，出足の端部でiま成い部分を

~11 悶l 本邦産の Hydi·arnoebα hydrαxena

A, proteus型。 B，活溌な移動開形。 C, Umax型。（以上生駒ーによる） D, verrucosa 

型。 R, JJ包褒 F，淡水ポリプの内皮革！日胞を揺耳元するアメーパ（核はIE'i•切片）。× 1200

占めてゐる。内質は多くの頼粒を合み， ；r:>teus型の｛jliJ躍では流動性’にとむが， verrucosα型の

もωはそれ粍流動性を示さない。内質中には給品館，；J、球趨，核， l政縮胞，食胞及びポリプ鑓

に1J1来する細胞片，核，刺胞，共棲線藻等が認められる。

結品股： 多数認められ，長さ 1-2μ で，斜方品系に属するもの Lゃうである。 とれ等は

切JI勺はがし察されない。

小球棋2: 内質の外遊部附近に多く，直径 2.5一一5μ で， M光性が強い。とれ等は切片では小

笠胞として観察される（第1脂lA及びF）。

・段： 球形或は梢同形を呈し概ね憾の中央に位置してゐる 0 ・也符 ioー－16μ で， 10一一13μ_

粍皮のものが多い。核の数は 1一一31同で，多くは草核であわ 3仰のものは稀である。生憾で

は屈光性の強い環をめぐらした球憾として認められる ctn:r 1品， A-0）。圏核窓胞をへだ

て A原形質に接しかなり明瞭な核膜で固まれ，中央に大なるカリオゾームを有する胞様である。

按肢の内側には連絡した帯欣の染色質が車ffiAAのリニンによって懸垂してゐる。との染色質は綾

の正i:11切片では厚さ 2一一3μ の節のあるま異形を呈し紙めて明瞭に認められる（第 1f司， F）。

核の中央には上記の染色質よりリニンによって懸垂した内慨があり，その直筏は 4-5μ で

阿佐々球形を呈する。内慨は多くの染色質粒及び、プラスティンでIH来て台。，又とれ等の染色質

粒i:1..iに 11同の和々大形を呈する真正仁が認められる。

牧桁i胞： 移動欣態では一般に進行方向lこ反主Jの佐世にあり，その放は通常 11f',J，時に多少

小形。 2-3 個を有するものもある。菰張した場合は援に不~j々優る程l支の大きさに淀する。
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食胞： 内質中に散在或は充満する食物片は食胞に固まれてゐるものも，ゐないものもある。

ポリフ。の大型刺胞を包むやうなものは頗る大形で、ある。

胞護： 普通球形で，也径 25-40μ,30μ 以下のものが多い。被嚢初期には滞膜に包ま

れ，後三たM｝に尉光性の強い厚肢を被るに至る。胞嚢形成は通常杭主ポリフ。の死滅に際して観察

される。胞褒形成にあたり館内に包蹴された多くの食物片はすべて排出されるが，刺胞のみは

そのま ι鰹l刊に残存するものがかなり認められp 又或ものは大きな空胞を有する。核は通常 1

倒であるが，持l乙生｛同を有するものも認められる，一般に柴養矧に比して幾分小形ではある

が純迭には著しい縫化は見られない。

II) 淡水ポリプに封するアメ｛パの病原性・共の他

被寄生初期のポリプではアメ｛パは主として燭手上特にその項端部に附着して語。，その他

の際表には少数しか認められない。との時期のポリフ。の燭手は既に正常な伸長を示さす＝中等度

の短縮したAA態にあるものが多い（第 2凶， A）。その後寄生アメ｛パの数が次第に増加する

につれて燭手は著しく短縮するに至。，その表面には多数のアメ｛パの附着が認められる（第

2尉， B）。同時に綱手以外の憾表にもかなり多くの寄生を認めるやうになり，又切片に於ては

腔腸内部に寄生するものも観察される。燭手が短くなると共にポリフ。は漸次運動が設慢となる

が，刺戟に謝する反応は未だ著しくは減退しない。しかしポリフ。はとの頃から急激に衰弱の度

を増し depression現象を呈するに至る。との時期には Dαp仰向等の食餌が縄手に接近しで

も既に殆んE捕獲縮取するととがI中I来ない。ポリプが斯く depressionに至るのは直接的には

その鰭細胞をアメ｛パによって食害されるのに起因するのであらうが，又他方間接的には著し

い鯛手の短小化及びそれにカllへて多数のアメーパの附着による刺胞の機能減退のためポリプは

食餌擁取が殆ん苫不可能となり結局衰弱に拍車をかけるととによるものと考へられる。アメー

パがポリフ。の髄細胞を食害する事貨はアメーバの内質包蔵物により，又館細胞揖取中のアメー

パの切片観察（第 1闘， F）によって確認される。ポリプの刺胞は射出されす＝にアメ｛バの館

内に持取せられ，アメ｛パはとれによって少くとも外観上は全く被害を蒙らない。嬬取された

刺胞は不治化のま主原形質外に放出されるやうであるo アメ｛パは一度ポリプに附着すると容

易に股落せす首長々その数を増加する，他方 depression欣態にあるポリプは次第に小形となり

偶手は更に短小となも。迭に燭手は完全に治失し短太な際主部のみに援す＝る〈第 2樹， 0）。

とのやうな状態にあるポリフ。隈の切片で、は腔腸内部にも多くのアメーパが認められる。次いで

ポリフ。躍は奮形を止めないやうな小椴図形或は球形に援じアメーバはその鰹表全面に附着する

(t}'} 2国， D）。との時期には最早刺戟に到する反臆は殆ん苫認められない。やがてポリプは死

滅，消失するに至る。

以上のやうなp アメ｛パの寄生に始まの死滅に至るまでのポリプの病的経過は水温約 25°0

の飼育水槽で、は概ね 1 週間で柊結し，同一水槽中の一群のポリプが殆んE同じ経過をた~って

depressionより治失に至るととが多い。とのやうに多数のポリプが同時に病的被害を蒙るの

はアメ｛パの増嫡力が旺盛で倍：揺：の迩かなととに起因してゐると考へられる，邸ち飼育水神中

i亡数｛同慢の被寄生ポリプを認めてから 3日の後同一水縛中にあった 751向躍のポリプ中の約 85

%にアメーパの寄生を確認したやうな一例もある。
．，、
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叉アメーパは 5種の淡水ポリフ。i乙例外なく寄生し，その病原性はポリフ。の程による差異を殆

んE示さないゃうであるが，ただ大型都v) Pelm，αtohydrα 

1•0b'USfα 或は内皮細胞に総蕊を共棲する緑色ヒ｝＼ラは小型

の Hydrapαrvα等に比して depressioni乙至る経過が柏

々遅いのが観察された。コと応・地を異にする同加のポリプの

問にもとの差異は帰んe:・認められなかった。

ヨたにアメーパfH現の時期を季節的に見ると，初夏l亡最も

多く IH現し又ポリプに到しでもとの季節に故も大きな被害

を興へた。しかもその他の季節でも股冬を除いては椛ん芝

年中川現してゐる。とのアメ｛ノヲのI中I現と士frfi{Iは7.k淑，水

質及び、約主ポリフ。のfr11館敷等の諸4条件lこ影響されるととろ

が大であらうが，就rj-1アメーパの大量出現のためには多数

の宿主の存在が必要と考へられる。従ってアメ｛パのtH現
の時期と数はポリフ。の繁殖の消長l亡特HJ2な閲i防をもつもの

Lゃうである。

倫淡水ポリフ。の限必で・生析する Triohodi11αpedioul1us及

び Kげonαpedi<Yul'ttsがアメーパの寄生したポリプに多数

着生して認、められた。とれ等の織毛誌とアメ｛パとの聞に

特に税特I：な生活関係の存在も認められなかった故，とれは

恐らくアメーパの寄生によって持品衰弱したポリフ。への着

生が繊毛轟にとって終易なためではないかと巧へられる

が，未だ確かなととはわかつてゐない。

考察

第 2悶 A一一－D，アメーパ
寄生より depr附 ion

に至る淡水ポリプの

超過（生樫による）。
×120 

Hydramoebαに就ては現在迄にハンガリ－，ロシア及び、北米の 3地方から報合されてゐるに

過ぎ十，叉淡水ポりプに閲する報文が従来q守に多数みられるドイツでも未だ後見された記録を

認めない。従ヲて Hydrαnwebα に関する研究は緒言で記したやうに円下の所比較的少数であ

り 3 未だ吟味されねばならない官余地が相常残されてゐる。以下にとれ~ff:の既報のアメーパと木
邦産アメ｛パの一般的q,]:q；設を比較考察してみる0 fuj北米産アメーパは槌形，原形質及び伝・以外

の内貿包蔵物に関して記載が1-rnr各されてゐるため，とれ等は欧別・｜産アメーバに就ての ENTZ

(1912）の記載と比較した。

日本産アメ｛パは股形p 原形質及び絞の締法l乙就ては欧￥fl昨：アメ｛パに殆んc＇一致を示して

ゐる。胞褒に関しては後お－は記載を猷くのでよ七絞lU来ない。日本F'fiと附：加l産との間の主な形態

的相遼は総長，核の大きさと数及び 1・2の内氏包減物に就てであるo rwち開：初、店主は 100-

380μ，概ね 100μ，北米産は 60---380μ， 通常 125-150μの鰐長をもつのに到し，本邦

産は 25-210μ，通常 30-60μ で前 2者によとし大隈当分の 1以下の1J、形である。綾

の直径は欧m・践は 14一一30μ で最も大き く，北米産 (10-18μ）と本邦産（10-16μ）は
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概ね一致を示してゐる。核教では欧掛院は 1一一5例，通常 2核であるのに釣し本邦庄は殆

んど草核時に 2核でとの貼も北米産に略々同様であるo 叉本邦産のアメーパに認められる結

拠品及び強屈光性の!J、球関は，欧測産のそれ等に比して何れも 3分の 1程度の小形のもので

ある。

次に生理的特徴に就ては緒言で燭れたやうに欧洲産と北米！？をとは大きな差異を示してゐるo

lWち前者は ENTZ K上り「寄生蕗ではなくむしろ Raubもierである」と結論され，「ポリフ。髄

細胞以外に Bala1.fi'iumのやうな繊毛掻をも食する」と記載された。とれに反し後者はポリ

プ仔釣し烈しい病原性を有し病主の depressionの 1原因となり ，叉食物はポリプの障制l胞

に依存する特徴を示してゐる。本邦産アメーパはとの病原性ならびにポリプに寄生して dep-

ressionに至らしある経過に就ては後者に殆ん苫一致してゐるO

以上，欧洲・北米及び本邦産アメーパの特徴を簡単に比較したが，木邦産は形態及び生理的

特徴に於て北米産に封し多くの類似貼が認められる，又一方同者は！故ザH産におしてはかなりの

相逮結をもってゐる。前2者はその類似性よりして概ね同一種と見倣して差支へないゃうであ

るが，問題となるのは結局それ等と後者との異同である。ととろで，ア式｛パの形態l亡就ては，

REYNOLDS ( 1929）は ENTZ とプレバラ｛トを交換し ENTZは「Hyd1・;;imoebα hydroxe11α と命

名するのは正しい。欧掛｜産アメーパは北米産アメ｛パと同一種であると思ふ」と HEYNOLDSに

申送ってゐるo とれに依れば，雨者は形態的には大差ないと考へられ，従って本邦産と欧iHJfil{

との形態的相遼も別種とする程のものではなからうと推断される。ヨたに生理的特徴に就ては，

欧洲産と北米産が著しく相遣を示す理由として THRELKELD及び、 REYNOLDS(1929）は水素

イオン濃度の差異をあけてゐる．印ち pH5・2-6・6及び、 pH8・6一一9・6の煤flfでは

アメ｛パの寄生的活動が妨けられるといふ考察によって， EN'l'Z及び WERMEL がアメーパを

非病原的であると結論したのは REYNOLDS 及び LOOPER の感染寅~が大館中性の媒質で行は
れたのに釘・し彼等の用ひた媒質がす＝っと酸性か或はアルカリ性か（例へば pH6・0附近或は

pH8"8程度〉に保たれた故で、あらうと推定した。しかしとの理由による推定は遁却とはいへな

いゃうであるO 即ち本邦産アメ｛パを THRELKELD等の示した pHの媒質で飼育した場合アメ

｛パの病原性に必歩、しも著擦は認められなかった（但し，との場合はP.ROBUSTA を使用した〉。

又 ENTZ のボリフ‘飼育に関する記載を参照しでもその飼育水が極めて酸性或はアルカリ性に

かたよってゐたやうには考へられない，又 WERMEI，の場合に就ても同様のととが察せられる。

一般にアメ｛パの分:Jm準的研究は鑓異tことむ形態及び生理的牛切裁によって従来かなわ混笛Lの；！大・

態にあるo 形態的には全く一致するが，生理的特徴では著しい差を示すために別種として取扱

はれる例も叉少くない。所謂生理組或は生態種といはれる例であるが，とのゆき方からすれば

欧洲産アメ｛パと本邦及び北米産アメーパとは前記のやうに形態的には大勝同種と見倣してよ

いとしても，ヲ雨者の病原性及び食性に就ての顕著な差異は雨者を別怒と考へねばならぬかなり

有力な理由とも見倣すととが出来る。叉とれ等のアメ｛パは形態的には Amoebatcfrfrolαのや

うな自由生活程に一致する黙が多いが，一方その生活方法は白由生活種とはかなれ相遣してゐ

る。そして前記のやうな生理的特徴からみれば欧洲売アメーパは北米及び本邦産アメーパに比

して寄生性がより薄弱であるやうに，思はれる。従ってと Lに自由生活種例へば A.terrl・cola，。
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ゃうなものから欧洲型 flyd1・a,moebaを経て北米及び本邦型 Ilyr,tmoebαに向ふ一連の系統づ

けの如きものが推論されるやうに忠はれる。ととろで， ENTZ がアメ｛パの生活欣態に就てな

した記載及び寄生性で・ないと結論した理由等を仔細に吟味すると，必す＝しも非寄生性であると

断言できないふしふしが認められるO 例へば，生憾の観察及び1騎手が消失しWCI乙ピle1n・ession

1伏！l~にあると見倣される持［f，司（P. 20, Fig. 1）等は寄生性の本邦f去アメ｛パのそれとYf'Iん芝

廷が認められない。叉 EN'J'Z は「アメ｛パは寄生品ではなく r瓦ul》eri向。heLebensweiseを替

むもの℃・ある」と結論するのに弐のやうな理巾をあけて考察してゐ乙（P.39): 

. 1. Zu allererst Hisst sicb konsta.tieren, d郡 san den in DepreEsion befindlichen Hydren uicbt immer 

aucb Amoben anzutreffen sind. Icb阻 hH ydren wiederholt in Depret::sion zugrunde gehen, ohne Amiiben 

anzutref fen. 

2. Da die Depression nicht durch Amohen verur.0acht zu sein schcint, kann sie auf phyrdologi~che 

Gri.inde oder auf die Tatigkeit von Bakte1色nzuriickgef日hrtwerden. 

3. Eine engere Beziehung zw ischen der Biologic der in Depression befindlichen H ydren unu den 

Amobcn konnte nicbt festgestellt weden, da Amoben nicht nur die in Depression befindlichcn Hydren, 

sondern auch solche befallen, welche ihre Lebensfunktion dem Anscbeine nach trotz den Am oben ganz 

normal ausii ben. 

とれ等の非寄生性とされる珂rl1を検討すると約仰のゆかぬ鮪が少くない。例へば (1）に就て

みれば，一般動物の病囚が＇16に一定とは限らないやうにポリプの depressionにも水質，水温，

光，食物及びパクテリヤその他の生物等による;f1fi:々 の原因が存する。それで、ポリプがdeprE!sion

乃至死滅に至る場合に，ポリフG躍にアメーパを認めないとともあり得るしえアメ｛バの寄生と

他の原因の複合によるとともあらう。従って「dep1・essionの欣態にあるヒドラに常にアメ｛パ

が認められるわけ：ではない」 (l）といって，「de1)ression.がアメーパによって惹起されるも

のではない」（ 2）と論断できない。（ 3）も叉同様であり，感染資験に就ても寛験の詳細に闘

して判然しないととろがある。 ENTZの郎記載がとのやうな性質のものであるため欧洲産アメ

ーパを呆してその結論のやうに非寄注性と認めてよいか，又延いてはその非寄生性といふ特徴

は本邦及び北米産アメーパの寄生性といふのと幻北考察しそれによって極の呉frT）を決定すべき

桂の信湿性のあるものか苫うかは疑はしい。しかしとの疑問は今後欧洲で該アメ｛バが再議見

され新しい報告がもたらされたならば白然に解消するととであらう。

要するに，本邦産 llyd仰 nwebαの同定にあたって以上記したやうな祝貼よりして，本邦産

と猷洲Fをとを簡単に同一程のアメ F パの断じ難い貼がないでもないが，又一方雨者を別穏と見

倣すには角校按薄弱と考へられる黙も多いゃうである。しかし要するに淡水ポリプといふ特定

の杭主に於て生活するM4?1・の一般的特徴は似めて4密接な類縁関係を示して会O，叉との閥係は

将来の研究によって今少し！明確に把握されるに至るととが議恕される。従って本報に於ては本

邦産アメ｛パを JlyT-llllOCbαhydroxe，α（ENTZ）と同定し，敢へて別股として新種を創設する

乙とを地けた。

要約

本ヂ］）ffHydramoebαは 1943年 11月lこ最初に観察され，その後 1945年夏に至る問K致’
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同出現した。とれ等は東北及び北海道の数ケ所より採集し伺・背中の 5加の淡水ポリプに寄生し

ためにポリフ。は常に長大な被符を蒙った。本アメーパは形態；及び生王l目的特徴に於て ENTZの記

載した欧洲産アメーパに多少の布li&を示すが，本執に於τは Jlydr,tmoebaliydroxenα（ENTZ) 

と同定した。その主なる特徴は下言以〉如くである。

鰐形： pro tens型或は UmニlX型（辺劫；［｝（}c忠）， -verrucasα型（静止jfJ；態）o憾長・： 25一一210μ! 

j邑：治.30一一『60μ。原形11t：外f＂＇［はかなり！以く透 lり1, Iλ~tHま果TI粒性： 1

結晶健： 多致斜方M1系i乙屈し，長さ l-・-2/t1J、球憾：強制光性，芭筏 2.5一一5110

核： 球形又は脈問形， 1-・3｛向通常j'11絞，直径~ 10-16 /J., 2.主胞に閉まれ，明瞭な稜股・

顕著な染色質・多くの染色民粒とプラステ 4ンょのなるi句慌を布する胞絞。牧縮胞： 1-3,

通常 1僻i，核t乙羽II々 ｛愛る大形。胞褒：球形，也筏 25一一－40μ，通常ヰl1丸出iflll光性ゆ厚肢に

也まる。淡水ポリフeのMl去及び陛腸内に寄生し，その飽和i胞を食す， U；主の depression(!.) 1 

原因となり，通常寄生後約 1迎rmで死に至らしむo
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